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softmodeの場合 (図 1)は第 2次の相転移に対応すると見られ,レー ザー発振,浅 く
バイアスした発振回路等で実項される｡一方 hardmOdeの場合は固体 (気体)プラズ
マ中のヘ リカ/レ発臥 深 くバイアスした発振回路等にその例が見られる30)外部からのポ
ンピングの方法としては媒質に電磁場 を印加 したり電流 を流すなどの方法で, 媒質 を
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ここでCは発振の複素振幅,β･り,E は定数であ り,振幅の減衰率 Qの値は外部ポン
ピングによって正から負に変わ りうるものとするo S(t)は系内に発生する雑音源を表
わしEは外部からのコヒ-レントな入力であるO非線型媒質中の電磁場の場合 Cは規
格化された場の振幅に相当し,Qは線型の分極で決 まる波の減衰率 ,β'7,6 はそれ
ぞれ場の振幅Cに関し,3次,5次.7次の非線型分極による波の自己相互作用の係数
である｡5)深 くバイアスした柑 T発振回路の場合にはCは回路の電圧振幅,Qは増幅
率,β,符,E は FET トランジスタの相互コンダクタンスの非線型件により決まる定
数である｡外部入力 ,雑音源が無い場合の (1)の平衡解 (∂C/∂t-o)を,波の減衰
率Qを外部からのポンピングによ-て正から負に
変えた時の様子を調べるとソフトモー ドの場合,
β< 0, 7?> 0,亡く0に対応し-ー ドモー ド
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